
 

 

  

モニタリングサイト 1000 ウミガメ調査 調査・ヒアリングマニュアル 

 

１．はじめに 

重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリングサイト 1000）は、全国レベ

ルで様々な生態系を長期的にモニタリングし、基礎的な環境情報を継続的に収集すること

により、生態系の変化等を把握することを目的としている。 

ウミガメは、爬虫綱カメ目のうち海に生息する種の総称であり、現存種はウミガメ科 5

属 6種及びオサガメ科の 1属 1種である。そのうち本調査では、日本で多数の産卵がみら

れるアカウミガメ Caretta caretta とアオウミガメ Chelonia mydas を主な対象とし、把

握できる範囲でタイマイ Eretmochelys imbricata も含めた調査を実施する。 

本調査では、ウミガメが産卵に訪れる全国の砂浜の中から、産卵の規模、調査の継続性、

砂浜の自然度、地域性などを重視しながら、index beach として全国 41 カ所の調査サイ

トを選定し、上陸種、上陸回数、産卵回数とその確認期間及び生息地周辺の環境評価等を

長期的にモニタリングするものである。 

なお、本マニュアルがウミガメの調査において最善というわけではなく、多くの意見を

反映させながら、簡便かつ長期的に実行できるように改訂していくことが必要である。 

 

 

２．調査方法  

下記の調査マニュアル作成にあたっては、過去の調査結果を基に、調査サイト間の比較

や国際的な比較が可能となるよう配慮した。 

 

２.１ ウミガメ産卵・上陸状況等ヒアリング調査 

調査団体は、各調査サイトにおいて調査を主体的に実施されている現地調査主体（個人

はまた団体の代表者）に対して、次の①～⑧に関し、ヒアリングを実施する。ヒアリング

項目は、別紙１「モニタリングサイト 1000 ウミガメ調査 調査票」を参照。 

 

① 産卵状況（初産卵日、最終産卵日） 

② 上陸状況（初上陸日、最終上陸日） 

③ 卵の移植状況（移植巣数、移植卵数） 

④ 調査方法（夜間巡視、日中痕跡、巡視と痕跡、聞き取り、その他） 

⑤ 調査頻度（毎日、週４-５日、週２-３日、週１回、２週１回、通報時、不定期、そ

の他） 

⑥ 月ごとの上陸回数及び産卵回数 

⑦ ウミガメの状況（上陸、産卵の状況で気がついたこと等） 

⑧ 砂浜の環境（環境の変化の有無、他野生動物による食害状況や人為的影響の有無等） 

 

２.２ 砂中温度調査 

ウミガメは、卵の孵卵時の温度によって性が決定する。29℃付近を境にし、それより高

いとメスばかり生まれ、逆に低ければオスばかり生まれるとされている。そのため、砂中

温度を測定することで、地球温暖化等の影響による砂浜の砂中温度の変化の把握及び砂浜

の侵食による卵への影響（海水に浸ることで、温度が下がる）をはじめ、ウミガメの産卵



 

 

  

環境をモニタリングしていく上で重要なデータが得られるものと思われる。 

 

調査団体と調整の上、現地調査主体は以下の調査を行う。 

観測地点に温度データロガーを埋設し、一定間隔で自動測定させたうえで、秋以降に回

収してデータを読み出す。温度データロガーは、Oneset 社製の Stowaway Tidbit ver. 2

（耐圧防水・寸法 30mm×40mm×17mm・23g、精度±0.2℃と 0.02℃の分解能、メモリ：64KB）

等を用いる。 

設置方法としてデータロガーを埋設する深さは、アカウミガメの産卵巣中心部の平均深

度が 43.0cm であることや、これまでの同様の調査（松沢・坂本 1994；Matsuzawa et al. 

2002; Matsuzawa 2005）で実施されている 40cm 深での観測を踏まえ、40cm とする。40cm

以外の深度にする必要がある場合には、その旨を記録し、回収した温度データと共に保存

する。40cm 深における砂中温度の日変動の振幅は 1℃程度であるため、長期的な変化を評

価するため、測定間隔は 1時間とする。なお、設置した温度データロガーの探査及び回収

を容易にする方法としては、データロガーを結束バンドで水道管工事用のマーカーに固定

して埋設するといった方法がある。 

 

 

     水道管工事用マーカー（青）に結束した温度データロガー（オレンジ） 

 

砂浜内でのデータロガー設置場所（観測点）については、以下の方法を適宜選択する。 

 

・アカウミガメのみが上陸する砂浜については、産卵が集中する場所を基本観測点とする。

基本観測点と比較するために、海岸線と平行方向に 2つの補助観測点を設ける。 

・保護のために卵の移植を実施しているサイトに関しては、移植の必要性や影響を明らか

にするために、移植先も観測点とする。 

・アカウミガメとは産卵位置が異なるアオウミガメやタイマイも上陸している海岸におい

ては、それぞれの産卵が集中する場所を観測点とする。 

 

 



 

 

  

（別紙１） 

 



 

 

  

 

_参考資料 「ウミガメ保護ハンドブック」p.26_ 

 



 

 

  

 

＊不明点については、下記・特定非営利活動法人 日本ウミガメ協議会にお問い合わせくだ

さい。 
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